
堀
川
一
巳
氏（
日
立
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
） 溶

接
へ
の
興
味
は
尽
き
な
い

探
究
心
な
け
れ
ば
進
歩
な
し

Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
で
生
産
性
２
割
向
上

溶
接
量
・
時
間
な
ど
を
可
視
化
野 口 工 業

工
業
科
で
１
年
次
に
溶
接
体
験

山
梨
県
立
青
洲
高
校
、４
月
開
校

軽
溶
協
、溶
接
競
技
会
の
入
賞
者
発
表

３
種
目
で
優
勝
者
決
ま
る

ＩＮＤＥＸ（今週６ページ）
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溶接女子インタビュー　　　　２面

シーメンス、医療崩壊ＡＭで防ぐ　２面

レーザニュース　　　　　　　５面
スマートプロセスニュース　４面
鋼橋受注が大幅減少　　　　３面

　シーメンスはこのほど、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響を受けて、医療現場と医療
機器設計者をつなぐアディティブ・マニュフ
ァクチャリング・ネットワーク（ＡＭネット
ワーク）を開設したことを発表。同社はＡＭ
ネットワークを通じて、世界中の医療現場で
喫緊の課題となっている、人工呼吸器などの
医療用部品・製品の不足に対して、設計・製
造を加速させる。

　「目標はアルミニウム溶接の全国競技会出
場」「女性溶接士が増え、一緒に仕事をする
ことが理想」。日立製作所鉄道ビジネスユニ
ット笠戸事業所（山口県下松市）では、２人
の女性溶接士が新幹線の台枠製造に携わる。
同事業所笠戸交通システム統括本部車両生産
本部車両製造部車両第１課の台枠組に在籍す
る松本花織さ
ん＝写真㊧と
森政由香さん
＝同㊨は、台
枠組を構成す
る約人のう
ち３分の１を
占める本溶接担当の溶接士である。２人にイ
ンタビューした。

３種郵便物認可） ２０２０年（令和年）４月２１日 ⓒ産報出版株式会社 

マ
ス
ク
不

足
が
慢
性
化

し
て
い
る
。

家
電
や
自
動

車
メ
ー
カ
ー

な
ど
が
マ
ス
ク
の
生
産

に
乗
り
出
し
て
い
る

が
、
マ
ス
ク
メ
ー
カ
ー

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
医

療
現
場
で
大
量
の
マ
ス

ク
が
必
要
に
な
り
、
さ

ら
に
全
国
民
が
マ
ス
ク

を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
そ
れ
で
も
生

産
は
追
い
つ
か
な
い
だ

ろ
う
」
と
語
る
▼
そ
ん

な
中
、
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が
、
洗
濯
す
る

こ
と
で
使
い
回
し
の
で

き
る
布
製
マ
ス
ク
で
あ

る
。
政
府
が
全
世
帯
に

配
布
す
る
と
い
う
マ
ス

ク
も
布
製
だ
。
一
般
に

販
売
さ
れ
て
い
る
不
織

布
製
の
使
い
捨
て
マ
ス

ク
と
比
較
し
て
「
効
果

が
薄
い
」
と
い
う
指
摘

も
あ
る
が
、
マ
ス
ク
の

装
着
者
が
発
す
る
大
き

な
飛
沫
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
ウ
イ
ル

ス
の
拡
散
防
止
に
対
す

る
効
果
が
全
く
な
い
わ

け
で
は
な
い
▼
そ
の
布

製
マ
ス
ク
だ
が
、
ネ
ッ

ト
で
型
紙
な
ど
も
容
易

に
入
手
で
き
、
手
軽
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
個
人
で
製
作
・
販

売
し
た
も
の
を
含
め
て

様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
っ

て
面
白
い
。
服
飾
メ
ー

カ
ー
が
販
売
し
て
い
る

レ
ー
ス
や
フ
リ
ル
の
付

い
た
豪
華
な
も
の
、
ス

ポ
ー
テ
ィ
ー
な
タ
オ
ル

地
の
も
の
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
付
い
た
も
の

な
ど
様
々
だ
▼
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
こ

う
し
た
遊
び
心
に
癒
や

し
を
感
じ
る
（
Ｙ
）

人
手
不
足
が
製
造
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
に
な
る
中
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
生
産
性
を
２
割
向
上
し
た
中
小
企
業

が
あ
る
。
神
奈
川
県
綾
瀬
市
に
本
社
工
場
を
構
え
る
野
口
工
業
（
野
口
晌
司
社

長
）
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
溶
接
工
程
の
見
え
る
化
を
図
る
こ
と
で
、
生
産
性
向

上
を
果
た
し
た
ほ
か
、
溶
接
欠
陥
の
低
減
や
新
規
受
注
の
獲
得
に
も
つ
な
げ
る

な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
導
入
の
経
緯
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
野

口
博
永
副
社
長
に
聞
い
た
。

野口副社長

各部署に設置された大型モニター

１ラインに１台設置された溶接ロボット

工業実習棟外観㊤　同内部㊦

　
「
ま
だ
溶
接
に
つ
い
て

深
く
知
り
た
い
し
、
上
達

も
し
た
い
。
溶
接
に
関
し

て
の
興
味
は
い
ま
だ
に
尽

き
な
い
」
と
語
る
日
立
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ

ク
ツ
の
堀
川
一
巳
氏
。
同

社
製
造
部
製
缶
課
主
任
と

し
て
の
業
務
だ
け
で
な

く
、
将
来
を
担
う
製
缶
員

や
溶
接
員
の
人

材
育
成
に
忙
し

い
日
々
を
送

る
。
社
内
外
で

の
溶
接
技
術
・

技
能
の
指
導
が

評
価
さ
れ
、
昨

秋
の
第
１
回
日
本
溶
接
協

会
マ
イ
ス
タ
ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
）
に
認
定

さ
れ
た
。

　
堀
川
氏
は
、
日
立
工
業

専
修
学
校
を
卒
業
後
の
１

９
８
３
年
、
日
立
製
作
所

に
入
社
し
、
土
浦
工
場
製

造
部
製
缶
課
に
配
属
さ
れ

た
。

年
に
第

回
技
能

五
輪
「
電
気
溶
接
」
の
部

に
出
場
す
る
と
４
位
、
翌


年
の
第

回
大
会
で
は

２
位
に
入
賞
。

年
に
開

催
さ
れ
た
第

回
全
国
溶

接
技
術
競
技
会
（
被
覆
ア

ー
ク
溶
接
の
部
）
で
は
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
こ
の
こ
ろ
ま
だ
溶
接
を

始
め
て
実
質
６
年
ほ
ど
。

若
く
し
て
才
能
を
開
花
さ

せ
た
堀
川
氏
だ
っ
た
が
、

浮
つ
い
た
気
持
ち
は
な
か

っ
た
。
「
大
会
や
社
内
競

技
会
な
ど
で
好
成
績
を
収

め
た
が
、
当
時
は
こ
れ
く

ら
い
で
き
て
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
。
周
囲
の

先
輩
も
非
常
に
高
い
技
能

を
持
ち
合
わ
せ
た
人
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
」

　
天
才
肌
と
呼
ば
れ
た
青

年
は

代
前
半
か
ら
火
力

や
原
子
力
、
冷
凍
機
な
ど

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
の
現
地

溶
接
で
さ
ら
に
腕
を
磨
い

た
。
「
溶
接
は
電
流
や
電

圧
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
違

い
や
ト
ー
チ
角
度
、
ガ
ス

流
量
な
ど
の
諸
条
件
が
変

化
す
る
だ
け
で
完
成
品
の

出
来
栄
え
が
変
わ
っ
て
く

る
。
こ
れ
が
難
し
さ
で
あ

り
、
魅
力
で
も
あ
る
」

　

歳
か
ら

歳
ま
で
は

技
能
五
輪
の
指
導
員
と
し

て
社
内
の
若
手
を
厳
し
く

鍛
え
上
げ
た
。
堀
川
氏
に

よ
れ
ば
「
選
手
に
要
求
す

る
課
題
も
レ
ベ
ル
が
高

く
、
先
輩
か
ら
も
堀
川
の

指
導
は
厳
し
す
ぎ
る
と
言

わ
れ
た
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
訓
練
後
に
は
、

各
自
に
日
誌
を
書
か
せ
る

な
ど
し
て
そ
の
日
に
学
ん

だ
こ
と
や
反
省
点
、
課
題

な
ど
を
思
い
返
す
作
業
も

行
っ
た
。
自
身
が
描
い
た

ビ
ー
ド
を
イ
ラ
ス
ト
で
立

体
的
に
表
現
す
る
こ
と
で

理
想
の
溶
接
を
思
い
描
か

せ
る
た
め
だ
。
選
手
た
ち

に
は
普
段
の
溶
接
姿
勢
や

溶
融
池
の
見
え
方
な
ど
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ

る
こ
と
で
、
溶
接
に
対
す

る
真
剣
な
向
き
合
い
方
を

さ
ら
に
深
め
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
だ
。

　
一
方
で
堀
川
氏
自
身
も

こ
の
当
時
は
３
年
間
で
計

５
人
に
溶
接
を
指
導
し
た

が
、
同
じ
よ
う
に
教
え
て

も
選
手
に
よ
っ
て
成
績
が

異
な
る
な
ど
指
導
者
と
し

て
教
え
る
こ
と
、
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
学
ん
だ

時
期
で
も
あ
っ
た
。
近
年

は
実
技
指
導
を
中
堅
社
員

に
任
せ
、
自
身
は
技
術
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
に
徹
す
る

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
確
立

さ
せ
て
い
る
。

　
「
不
器
用
で
も
コ
ツ
コ

ツ
と
練
習
す
る
選
手
が
伸

び
る
の
が
溶
接
。
探
求
心

が
な
け
れ
ば
そ
こ
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
」
と
語
る
堀

川
氏
。
今
後
は
、
国
内
外

を
問
わ
ず
自
身
の
培
っ
た

技
能
伝
承
に
努
め
て
い
き

た
い
と
い
う
。
溶
接
へ
の

情
熱
は
、
冷
め
る
こ
と
が

な
い
。

軽
金
属
溶
接
協
会
（
山

内
重
德
会
長
）
は
、
昨
年

の

月
に
川
崎
市
川
崎
区

の
日
本
溶
接
協
会
溶
接
技

術
中
央
検
定
場
で
第

回

全
国
軽
金
属
溶
接
技
術
競

技
会
を
開
催
。
全
国
の
溶

接
事
業
所
を
代
表
す
る


人
が
３
種
目
に
わ
か
れ
て

技
を
競
っ
た
が
、
こ
の
ほ

ど
審
査
結
果
を
明
ら
か
に

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
１

種
テ
ィ
グ
溶
接
固
定
管
の

部
は
中
山
薫
（
赤
星
工

業
）
、
第
２
種
ミ
グ
溶
接

の
部
は
刘
端
冬
（
近
畿
車

両
）
、
第
３
種
テ
ィ
グ
溶

接
の
部
は
福
永
航
大
（
三

菱
電
機
伊
丹
製
作
所
）
の

３
氏
が
優
勝
の
栄
誉
を
獲

得
し
た
。

入
賞
選
手
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）

【
第
１
種
】
▽
優
勝
＝

中
山
薫
▽
準
優
勝
＝
野
口

啓
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
金
属
加
工

滋
賀
工
場
）
▽
優
秀
賞
＝

宮
言
軍
（
神
鋼
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
＆
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
）
▽
優
良
賞
＝
塩
本
雄

基
（
神
戸
製
鋼
所
）

【
第
２
種
】
▽
優
勝
＝

刘
端
冬
▽
準
優
勝
＝
野
平

拓
（
赤
星
工
業
）
▽
優
秀

賞
＝
大
川
雅
史
（
日
立
製

作
所
水
戸
事
業
所
）

【
第
３
種
】
▽
優
勝
＝

福
永
航
大
▽
準
優
勝
＝
野

瀬
容
平
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
江
南
製
作

所
）
▽
優
秀
賞
＝
梶
畑
智

明
（
コ
ウ
ミ
）
▽
優
良
賞

＝
小
林
利
徳
（
日
本
車
両

製
造
豊
川
製
作
所
）

少
子
化
に
と
も
な
っ
て

工
業
高
校
な
ど
の
統
廃
合

が
進
む
中
、
山
梨
県
市
川

三
郷
町
に
県
立
青
洲
高
校

（
逆
瀬
川
慶
校
長
）
が
４

月
開
校
し
た
。
同
校
は
市

川
高
校
や
峡
南
高
校
、
増

穂
商
業
高
校
が
再
編
成
し

た
普
通
科
・
工
業
科
・
商

業
科
の
３
学
科
を
併
設
し

た
単
位
制
・
総
合
制
高
校
。

工
業
科
で
溶
接
体
験
授
業

が
あ
る
こ
と
か
ら
溶
接
機

な
ど
も
設
備
も
整
え
る
。

同
校
の
工
業
科
（
機
械

工
学
科
）
で
は
、
も
の
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
基
本

的
な
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
、
地
域
産
業
の
土
台

を
支
え
る
製
造
業
の
担
い

手
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
ま
た
、
科
学
や

数
学
な
ど
を
複
合
的
に
取

り
入
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ム
教

育
に
よ
る
工
業
教
育
を
実

践
し
、
機
械
系
に
は
珍
し

い
「
デ
ザ
イ
ン
技
術
」
を

２
年
次
に
履
修
す
る
。

１
年
次
で
は
ま
ず
、
工

業
技
術
基
礎
の
授
業
で
生

徒
に
溶
接
体
験
を
行
わ

せ
、
そ
の
後
、
機
械
工
学

科
に
分
か
れ
て
か
ら
２
年

次
の
実
習
６
単
位
の
中
の

パ
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
学

ぶ
。溶

接
機
は
ア
ー
ク
溶
接

機
２
台
、
炭
酸
ガ
ス
溶
接

機
１
台
、
テ
ィ
グ
溶
接
機

１
台
、
ガ
ス
溶
接
機
２
台

を
設
備
。
今
年
度
は
、
施

設
の
関
係
で
峡
南
高
校
の

協
力
の
も
と
授
業
を
行
っ

て
い
く
。

逆
瀬
川
校
長
は
「
山
梨

県
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
症
患
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
４
月

日
ま
で
休
校

を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
４
月
８
日

に
予
定
し
て
い
た
開
校
式

を
中
止
し
、
入
学
式
を
学

校
再
開
後
に
延
期
す
る
こ

と
と
し
た
」と
し
て
お
り
、

県
教
育
委
員
会
の
指
示
の

も
と
、
不
足
す
る
授
業
時

数
を
確
保
す
る
た
め
現

在
、
生
徒
の
み
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。

野
口
工
業
は
中
厚
板
の

溶
接
や
プ
レ
ス
加
工
な
ど

を
得
意
と
し
、
大
型
車
両

の
フ
レ
ー
ム
部
品
や
エ
ン

ジ
ン
部
品
の
製
造
を
多
品

種
少
ロ
ッ
ト
で
手
掛
け

る
。
板
厚
は
製
品
に
よ
っ

て
様
々
だ
が
「
比
較
的
中

厚
板
が
多
い
」
と
い
う
。

敷
地
内
に
本
社
工
場
と

プ
レ
ス
工
場
を
構
え
、
プ

レ
ス
工
場
で
加
工
し
た
部

材
を
本
社
工
場
２
階
の
溶

接
ラ
イ
ン
で
組
み
立
て
る

態
勢
を
敷
く
。

従
業
員
は
約

人
で
、

う
ち
約

人
が
溶
接
士
。

溶
接
士
と
ほ
ぼ
同
数
の
炭

酸
ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
ロ
ボ

ッ
ト
（
ダ
イ
ヘ
ン
製
）
が

稼
働
し
て
お
り
、
溶
接
士

は
１
ラ
イ
ン
ご
と
に
１
台

設
置
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
溶

接
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

仮
付
溶
接
や
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
難
し
い
部
分
を
炭
酸
ガ

ス
半
自
動
溶
接
な
ど
で
補

う
役
割
を
担
う
。

同
社
は
２
０
１
７
年
、

情
報
シ
ス
テ
ム
会
社
と
共

同
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
活
用

し
た
生
産
か
ら
販
売
、
購

買
管
理
、
在
庫
管
理
な
ど

が
可
能
な
同
社
独
自
の
生

産
管
理
自
動
シ
ス
テ
ム
を

開
発
。
同
シ
ス
テ
ム
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
溶
接
ロ
ボ

ッ
ト
も
組
み
込
ん
だ
。

導
入
の
経
緯
に
つ
い
て

野
口
副
社
長
は
「
当
時
、

経
理
、
生
産
管
理
や
現
場

管
理
担
当
者
が
定
年
な
ど

で
退
職
し
、
私
が
工
場
長

を
兼
務
し
な
が
ら
そ
れ
ら

を
全
て
１
人
で
行
っ
て
い

た
。
ほ
と
ん
ど
年
中
無
休

だ
っ
た
た
め
、
私
だ
け
で

な
く
、
社
内
全
体
の
労
働

環
境
を
改
善
し
た
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
同
シ

ス
テ
ム
導
入
後
、
生
産
性

が
２
割
向
上
し
、
年
中
無

休
の
状
態
か
ら
開
放
さ
れ

た
。同

シ
ス
テ
ム
は
各
部
署

に
あ
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
上

に
全
ラ
イ
ン
の
溶
接
ロ
ボ

ッ
ト
の
稼
働
状
況
や
炭
酸

ガ
ス
の
残
量
な
ど
を
表
示

す
る
。
ま
た
、
受
注
し
た

部
品
の
溶
接
仕
様
書
も
確

認
で
き
る
。

過
去
に
溶
接
欠
陥
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
同

じ
仕
様
の
部
品
を
溶
接
す

る
際
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
た
要
因
や
対
処
法
に

つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

シ
ス
テ
ム
か
ら
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ

ｅ
で
担
当
す
る
従
業
員
に

送
る
こ
と
も
可
能
。
こ
の

た
め
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後

は
、
不
良
品
の
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
流
出
ゼ
ロ
を
実
現
し

た
。Ｉ

ｏ
Ｔ
は
生
産
ラ
イ
ン

ご
と
に
従
業
員
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
操
作
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
が
同
社
は
使

い
や
す
さ
を
重
視
。
従
来

と
同
様
に
各
ラ
イ
ン
に
は

部
品
要
求
や
監
督
者
呼
び

出
し
な
ど
を
行
う
表
示
灯

を
整
備
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
と
連
携
さ
せ
た
。
こ

れ
に
よ
り
「
高
齢
の
従
業

員
で
も
抵
抗
な
く
Ｉ
ｏ
Ｔ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
」

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
受

注
し
た
部
品
の
生
産
量
、

溶
接
士
の
実
績
や
ラ
イ
ン

の
稼
働
状
態
な
ど
を
学
習

し
、
溶
接
士
１
人
あ
た
り

の
作
業
量
と
完
成
予
定
時

間
を
可
視
化
し
た
最
適
な

生
産
計
画
の
構
築
に
貢
献

す
る
。
ま
た
、
溶
接
士
ご

と
に
各
部
品
の
生
産
が
完

了
す
る
時
間
な
ど
を
自
動

的
に
シ
ス
テ
ム
が
把
握
す

る
。
こ
の
た
め
「
あ
る
溶

接
士
の
時
間
あ
た
り
の
生

産
量
が
増
加
し
た
場
合
、

デ
ー
タ
と
し
て
明
確
に
な

る
た
め
、
技
能
が
向
上
し

た
と
い
う
人
事
評
価
に
反

映
で
き
る
」

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
職
場
の
「
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
・
し
つ
け
）
」
の
徹

底
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
い
う
。
「
工
場

全
体
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
全
て

の
作
業
現
場
で
シ
ス
テ
ム

が
機
能
す
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ス

テ
ム
導
入
後
は
見
学
者
が

増
加
し
、
中
に
は
当
社
の

態
勢
を
み
て
信
頼
感
が
増

し
、
新
た
な
部
品
の
受
注

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

る
」さ

ら
に
、
「
現
在
、
現

場
で
は

歳
を
超
え
る
ベ

テ
ラ
ン
溶
接
士
も
活
躍
し

て
い
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
で
従
業
員
の
無
駄
な
ス

ト
レ
ス
を
な
く
す
こ
と
で

い
つ
ま
で
も
働
き
た
い
思

え
る
環
境
を
整
備
し
た

い
。
そ
れ
が
人
材
の
定
着

や
獲
得
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
活
用

と
改
善
に
意
欲
を
み
せ

る
。


